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１．東濃高校の概要

▲入学式 ▲登校風景 ▲球技大会

▲赤陵祭(文化祭) ▲修学旅行(沖縄) ▲卒業式



（１）本校の概要
岐阜県の南東部
岐阜県可児郡御嵩町
＝旧中山道の宿場町

１２２年の歴史（県下で４番目）

全日制の単位制普通科高校

定員１２０名、全校生徒３２０余名

進学４０％、就職５０％、他１１％
※地域内就職８１％、

技能職・生産職４９％



「第11回キャリア教育優良学校
文部科学大臣表彰」受賞



（２）特色ある教育活動

▼少人数授業のようす

▲特色ある授業（工業、地域づくり）

■単位制の特長を生かした授業

…多様な選択科目、少人数授業
○ホームルーム編成
→１学年１２０名定員（３学級規模）
を５クラスに展開



▲演劇表現ワークショップ

■コミュニケーション能力を培う活動

▼キャリア教育プログラム

平成24年度～。演劇の表現手法を用いてコ
ミュニケーション能力を育てる。
東京・文学座の西川信廣さんや俳優陣、地元
在住の俳優が協力。

平成2５年度～。きっかけ
は愛知淑徳大の小島祥美
先生からのご提案。
地元企業・団体等の協力
を得ながら、キャリア観
の醸成を図る。



■部活動の活躍

■ウエイトリフティング部
・２８年度 全国高校総体 第２８位

国民体育大会 第１４位
・２９年度 全国高校総体 第５位

国民体育大会 第２位
・３０年度 全国高校総体 第５位

■ロボコン部
・２３年度 全国大会２位 →国際大会(アブダビ)
・２４年度 全国大会出場
・２６年度 全国大会１位 →国際大会(ソチ)
・２７年度 全国大会出場
・２８年度 全国大会出場
・２９年度 全国大会出場
・３０年度 全国大会出場決定

▲ロボコン部（2016JAPAN大会、2014WRO国際大会(ソチ)



中学校までの学習でつまずき、

十分にその学習内容が定着しないまま入学

○かつては入学定員割れ ○進路変更

○卒業後の進路目標の実現が難しい

…基礎学力の不足、低い社会規範意識

➡ 授業に主体的に参加できない
自信が持てない

ソーシャルスキルが未学習・誤学習

➡ 人間関係をうまく築けない
場面に応じた行動が取れない

（３）生徒のようす



２．本校における外国人生徒支援

▲遠足にて（妻籠・馬籠）



対象 人数 選抜方法

第一次選抜
標準検査

◯岐阜県内に居住
◯次の(1)から(3)までのいずれかに該
当する者
(1)中学校若しくはこれに準ずる学校若
しくは義務教育学校を卒業した者又は
平成３１年３月卒業見込みの者
(2) （略）
(3) 学校教育法施行規則第９５条各号の
いずれかに該当する者

入学定員

◯学力検査
（国語・数学・英語・理科・社会）
△面接

帰国生徒等に係
る入学者の選抜

◯国外における生活が継続して２年以
上で、帰国後２年以内
◯保護者とともに県内に居住

入学定員とは別に、
各校３名程度

◯学力検査（国語・数学・英語）
◯小論文
◯面接

外国人生徒等に
係る入学者の選
抜

◯外国籍を有する
◯国外における生活が継続して２年以
上で、入国後３年以内
◯保護者とともに県内に居住

入学定員とは別に、
各校３名程度

◯「学力検査（国語・数学・英語）」

または「外国人生徒等学力検査」
◯小論文
◯面接

（１）岐阜県立高等学校入学者選抜制度（31年度入学者選抜要項より）



（２）外国人生徒数の推移
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【参考】国籍別生徒数の割合（30年度）

平成３０年４月・全校３２８名

ブラジル
１０.３％（３３人） フィリピン

１３.４％（４４人）

中 国
０.９％（３人）

日 本
７５.３％（２４７人）

韓 国
０.３％（１人）



（３）国際クラスの特徴

①日本語を母語としない生徒対象
※入学時及び進級時に希望調査

②外国人児童生徒適応指導員、通訳支援員の配置
※ポルトガル語１名、タガログ語１名、中国語１名

③ＴＴ、習熟度別等の授業

④学校設定科目「日本語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の授業
※１年４単位、２年３単位、３年３単位＝計１０単位

時間割内に設定

⑤放課後の２０分補習
※週４回。教科科目の事前学習

ブラジル フィリピン 中 国 合 計

１年次 １２ ３ １５

２年次 １ １１ １２

３年次 １ ８ ９

合 計 ２ ３１ ３ ３６▶３０年度国際クラスの編成



（４）外国人生徒が活躍できる場づくり

○御嵩町プロモーション事業（駐日各国外交
団地方視察ツアー）における通訳支援

（平成２７年１１月２６日）

→外国人生徒６名が参加



○御嵩町内の小学校での
英語指導アシスタント
（平成２９年６月１５日（御嵩小）・７月６・１３日（伏見小））

→外国人生徒２名ずつ派遣

○御嵩町内４保育園の園児と
の交流 「英語ふれあい活動」

（平成２９年７月３１日）

→年長児８０名、
外国人生徒１５名参加

○御嵩町小学校英語交流会
「英語サマーワークショップ」の
英語指導アシスタント

（平成２８年～。今年は７月２８日）

→外国人生徒５名派遣



（５）外国人生徒に対するキャリア支援

○外国籍生徒を対象とした企業説明会（２年１１月進路懇談会）

・主催： ハローワーク多治見、ハローワーク美濃加茂
・対象： 東濃高校＋加茂高校(定時制課程)の外国籍生徒の

希望者（計２７名）
・参加企業： ４社（可児市２社・美濃加茂市２社）
※ハローワークが外国籍の高校生に特化した企業説明会を
開催するのは岐阜県内で初めての取組

→平成28年11月8日付け中日新聞に掲載



３．外国人生徒支援で目指すもの



（１）外国人生徒を取りまく課題

①外国人児童生徒の増加
（要日本語指導児童生徒）

②施策の方向性…「どう育てるか？」

③生活習慣、文化のちがい

④経済的困難
…高校生活、上級学校進学

⑤卒業後の進路
…受け入れ企業、生徒の意識
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（２）本校の取組の成果と課題

①国際クラス

○授業での指導しやすさ

○生徒どうしで助け合える環境

○指導・連絡の徹底

○学校生活でのストレスの軽減

●自分たちのコミュニティをつく
る傾向がある（日本人生徒と
のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ不足）
●日本語がうまく話せなくても
何とかなる
●日本語能力は低いが、一般
クラスを希望した生徒の支援
が手薄に
●授業時間等の教員の負担増



②授業「日本語」

○基礎から日本語を学ぶことがで
きる

●日本語を指導できる教員の確
保（育成）

③外国人児童生徒適応指導員・通訳支援員

○授業での教員の説明の補完
○生徒・保護者への連絡の補完
（諸手続、保護者懇談会など）
○生活面での指導
○生徒のストレスの軽減
（“母語で話せる先生”）

●指導員・支援員への依存（生
徒・保護者）
●指導員・支援員の過負担
（勤務時間外の対応など）
●教員との連携
●過支援に陥る可能性



（３）高等学校の果たす役割は？

小学校や中学校、日本語指導教室における

「基本的な日本語」指導の重要性

キャリア観の
醸成

学力の担保

日本語能力の向上

日本での就職・進学が困難

自立した生活が送れない
（通訳不可欠）

→日本語能力の伸び悩み



（４）おわりに…外国人支援で目指すもの

日本の社会で自立して生活できる力

日本語能力
コミュニケー
ション能力

日本社会への
適応力（意志）

（その土台となるのは…）

関係機関のビジョンと役割分担
「どう育てるのか？」
という共通理解

「それぞれが何をするのか？」

教育委員会 国際交流協会

ＮＰＯ・ＮＧＯ学校（小・中・高）

家 庭

行政（国）
（都道府県）
（市町村）ボランティア

地 域



外国人生徒は
特別な生徒ではありません。
国籍の違いは
その子のもつ個性です。
本校では、
一人ひとりの個性と
向き合っていきます。

～ご静聴ありがとうございました～


